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第２回 達成度確認テスト 電気回路    

1.  下記の回路について，合成インピーダンス 

Z = R+jXを求めたい．ここで，R = 1 Ω， 

ωL = 1 Ω，
1

𝜔𝐶
 = 1 Ω，ωを角周波数とする． 

ア～コに適した数値を下記の選択肢から選べ．数

値は何度選んでも良い．各 1点． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 0   ② 
1

3
   ③ 

1

2
   ④ −

1

3
  ⑤ −

1

2
   

⑥1  ⑦ − 1  ⑧ 2  ⑨ − 2 ⓪ ∞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2.  図の回路について，B点から C点に流れる電流が 4 A であった．以下の問いに答えよ． 

 

 

（１）A-B間の合成抵抗は何 Ωか答えよ(2点)． 

 ① 0.25  ②  4   ③  5   ④  20   ⑤ 25 

 

（２）A-C間の合成抵抗は何 Ω か答えよ(2点)． 

 ①   2    ②  2.25   ③  4   ④  4.25   ⑤  5 

 ⑥  6.25   ⑦  10   ⑧  11   ⑨  26  ⓪  31 

 

（３）電流 𝐼1 は何 A か答えよ(１点)． 

 ①  0.2   ②  0.4   ③  0.6   ④  0.8   ⑤  1.0 

 ⑥  3.0   ⑦  3.2   ⑧  3.4   ⑨  3.6   ⓪  3.8 

 

（４）電流 𝐼2 は何 A か答えよ(１点). 

 ①  0.2   ②  0.4   ③  0.6   ④  0.8   ⑤  1.0 

 ⑥  3.0   ⑦  3.2   ⑧  3.4   ⑨  3.6   ⓪  3.8 

 

（５）電源 𝐸 は何 V か答えよ(2点)． 

 ①  20   ②  30   ③  33   ④  40   ⑤  41 

 ⑥  49   ⑦  64   ⑧  68   ⑨  128  ⓪  148 

 

（６）B-C間の 2 Ω の抵抗で消費される電力は何 W か答えよ(2点)． 

 ①  4   ②  6   ③  8   ④  10   ⑤  12 

 ⑥  16  ⑦  24   ⑧  32   ⑨  36   ⓪  64 

 

 

 

 

 

 

 



3. 図の回路の各電流を求めよ（(1) 4点, (2), (3) 3点）． 

 

 

(1)  I1 

 

(2)  I2 

 

(3)  I3  

 

選択肢 

① 0.1  ② 0.2  ③ 0.3  ④ 0.4  ⑤ 0.5 ⑥ 0.75  ⑦ 1  ⑧ 2  ⑨ 3  ⓪ 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 Ω

11 V

10 Ω

13 V

I1

20 Ω

I3I2



4. 以下に示すグラフを正弦波（𝑣(𝑡) = 𝐴 sin(𝜔𝑡 + 𝜙)）の式で表したい．以下の要素を答えよ．要素(1)(2)

は選択肢 A, 要素(3)(4)は選択肢 B, 要素(5)は選択肢 Cから選べ（すべて 2点）． 

 

(1) 振幅 [V] 

(2) 実効値 [V] 

(3) 周期 [s] ※単位に注意すること 

(4) 周波数 [Hz] 

(5) 初期位相（時刻 0のときの位相）[rad] 

 

選択肢 A ① 4 ② 5 ③ 2√2 ④ 
5

√2
 ⑤ 4√2 ⑥ 5√2 ⑦ 10 ⑧ 10√2 

選択肢 B ① 4   ② 5   ③ 10   ④ 0.005  ⑤ 0.05  ⑥ 0.2  ⑦ 200  ⑧ 0.25  ⑨ 0.1 

選択肢 C ①  −
𝜋

6
     ②−

𝜋

4
  ③ −

𝜋

3
 ④ −

𝜋

2
 ⑤ 0 ⑥ 

𝜋

6
    ⑦ 

𝜋

2
 ⑧ 

𝜋

3
 ⑨ 

𝜋

4
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 𝑅 = 1，𝐿 = 1/120𝜋，𝐶 = 1/60𝜋， 電源周波数が 60Hzとする．有効電力 𝑃 [W] ，無効電力 𝑄 [var] 

の大きさを求め，最も適切な番号を①から⓪の中から選べ．ただし同じ番号を何度選んでもよい（(7), 

(8) は各 2点，他は各 1点）． 

 

（１）スイッチ S1と S4がオンとなっているとき、有効電力と無効電力を求めよ． 

 

P =    (1)     

Q =    (2)     

 

（２）スイッチ S2と S4がオンとなっているとき、有効電力と無効電力を求めよ． 

 

P =    (3)     

Q =    (4)     

 

（３）スイッチ S1と S3がオンとなっているとき、有効電力と無効電力を求めよ． 

 

P =    (5)     

Q =    (6)     

 

（４）スイッチ S2と S3がオンとなっているとき、有効電力と無効電力を求めよ． 

 

P =    (7)     

Q =    (8)     

 

選択肢  

① １ ② 2 ③ 1.5  ④ 2.5 ⑤ 0.2√5  

⑥ 0.4 ⑦ 0.5 ⑧ 0.8 ⑨ 0.4√5 ⓪ 0 
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 電子回路 2023年度 第２回 達成度確認テスト          2023年 9月 6日 

 

1. 下図のダイオード回路について以下の設問に答えよ。解答は設問の

下に示す解答群から選べ。ただし，R = 500 Ω とし，ダイオードの

立ち上がり電圧は 0.6 V とする。 

 

(1) 図中に示すダイオードの端子ⓐの名称を答えよ。 

 

[解答群] 

① エミッタ ② アノード ③ ソース ④ コレクタ ⑤ カソード 

⑥ ドレイン 

 

(2) E = 4.0 Vのときの VR 

(3) E = 4.0 Vのときの電流 I 

(4) E = 0.4 Vのときの電流 I 

(5) E = －4.0 Vのときの電流 I 

(6) E = －4.0 Vのときの VR 

 

[解答群] 

① 4.0 V ② 3.4 V ③ 0 V ④ －3.4 V ⑤ －4 V ⑥ 0.8 mA      

⑦ 6.8 mA ⑧ 8 mA ⑨ －6.8 mA ⓪ 0 A 

 

2. 右図のトランジスタ回路について

以下の設問に答えよ。解答は各設問

の解答群から選べ。ただし，VCC = 9 

V，VBB = 3 V，hFE =150，RC = 1 kΩ

であり，ベース・エミッタ間の電圧

は 0.7 Vであるとする。 

 

 

(1) 図中のトランジスタの名称を答えよ。 

 

[解答群] 

① n形チャネル電界効果トランジスタ② npn形バイポーラトラ

ンジスタ ③ p形チャネル電界効果トランジスタ ④ pnp形バイ

ポーラトランジスタ ⑤ MOS 形電界効果トランジスタ 

 

(2) ベース電流が IB = 20 μAとなるように抵抗 RBの値を決定せよ。 

 

[解答群] 

① 7.7 kΩ ② 11.5 kΩ ③ 15 kΩ ④ 77 kΩ ⑤ 115 kΩ ⑥ 150 kΩ 

 

(3) このときのコレクタ電流 ICの値を答えよ。 

 

[解答群] 

① 20 μA ② 30 μA ③ 0.2 mA ④ 0.3 mA ⑤ 2 mA ⑥ 3 mA 

 

(4) コレクタの電位 VC を求めよ。 

 

[解答群] 

① 0.7 V ② 2.3 V ③ 3 V ④ 6 V ⑤ 8.3 V ⑥ 9 V 

 

 

3. 演算増幅器（オペアンプ）回路に関する以下の文章の空欄 (1)～(7)

を埋めよ。ただし，各空欄に対応する解答群からもっとも適当なも

のをひとつだけ選ぶこと。また，演算増幅器の特性は理想的である

ものとする。 

 

この回路は [ (1) ] 増幅回路とよばれる。この回路では，非反

転（正相）入力端子が接地されているので，反転（逆相）入力端子

の電圧は [ (2) ] Vとなる。これを [ (3) ] という。今，入力電

圧を Vi = 1 V とし，抵抗を R1 = 10 kΩ，R2 = 50 kΩとしたとき，抵抗

には [  (4)  ] mA の電流が流れる。理想的なオペアンプの入力イン

ピーダンスは [  (5)  ] であるから，反転入力端子に流れる電流は 

[  (6)  ] であり，出力電圧 Voは [  (7)  ] V となる。 

 

[(1)，(3)，(5)，(6)の解答群] 

① エミッタ接地 ② 反転 ③ 非反転 ④ 開放 ⑤ 仮想短絡  

⑥ 接地 ⑦ 整合 ⑧ 零（0） ⑨ 無限大 ⓪ 不定 

 

[(2)，(4)，(7)の解答群] 

① 0  ② 0.02 ③ 0.1 ④ 0.2  ⑤ 1  ⑥ 2 ⑦ 5 ⑧ －1 ⑨ －2 

⓪ －5 

 

4. 下図の論理回路の動作を表す真理値表を解答群から選べ。 

(1) (2) (3) 

 

 

 

 

(4) (5) 

 

 

 

 

 

 

[解答群] 
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2023年度 第 2回達成度確認テスト 

電磁気学 
 

真空の誘電率を𝜀0 、真空の透磁率 𝜇0 をとして、以下の問いに答えなさい。 

問題Ⅰ 

 

（１）電磁気学の各諸量について、以下の問いに答えなさい。 

 

問１．電荷（ 記号 Q ）の単位を以下の選択肢から選びなさい。 

選択肢 

① A ② B ③ C ④ D 

⑤ E ⑥ F     

 

 

問２．電束密度（ 記号 D ）の単位を以下の選択肢から選びなさい。 

選択肢 

① 
A

m
 ② 

A

m2
 ③ 

Wb

m
 ④ 

Wb

m2
 

⑤ 
C

m
 ⑥ 

C

m2
     

 

 

問３．磁束密度（ 記号  ）の単位を以下の選択肢より選びなさい。 

選択肢 

① C ② F ③ H ④ 
H

m
 

⑤ Wb ⑥ 
Wb

m2
     

 

  



問題Ⅱ 

（１）図 2.1 のように、点電荷 𝑄1 = ＋2𝑞 から右に距離 2𝑑 だけ離れた位置に𝑄2 = −3𝑞 

の点電荷が置かれている。𝑞 > 0 として、以下の問いに答えなさい。 

 

 

図 2.1 

 

問１． 点電荷 𝑄2 にはたらく力の大きさと向きの組み合わせとして正しいものを以下の選

択肢より選びなさい。 

選択肢 

① 
𝑞

8𝜋𝜀0𝑑2 右向き ② 
𝑞

8𝜋𝜀0𝑑2 左向き ③ 
3𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
 右向き 

④ 
3𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
  左向き ⑤ 

3𝑞2

8𝜋𝜀0𝑑2 右向き ⑥ 
3𝑞2

8𝜋𝜀0𝑑2 左向き 

 

問２． ２つの電荷の中点における電界の大きさと向きの組み合わせとして正しいものを以

下の選択肢より選びなさい。 

選択肢 

① 
3𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
 右向き ② 

3𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
 左向き ③ 

𝑞

4𝜋𝜀0𝑑2 右向き 

④ 
𝑞

4𝜋𝜀0𝑑2 左向き ⑤ 
5𝑞

4𝜋𝜀0𝑑2 右向き ⑥ 
5𝑞

4𝜋𝜀0𝑑2 左向き 

 

問３．２つの電荷の中点における電位として正しいものを以下の選択肢より選びなさい。 

選択肢 

① 
𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
 ② −

𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
 ③ 

5𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
 

④ −
5𝑞

4𝜋𝜀0𝑑
 ⑤ 

6𝑞2

4𝜋𝜀0𝑑2
 ⑥ −

6𝑞2

4𝜋𝜀0𝑑2
 

 

  



問題Ⅲ 

（１）図 3.1 のようなトロイダルコイルを考えるとき、以下の問いに答えなさい。ただし、

外部への磁束の漏れはなく、磁性体材料は用いていないと考える。 

 
図 3.1  

 

問１．図 3.1において、内部に半径 r の円の閉曲線 C についてアンペアの法則を適用する．

電流 I がコイルに流れており、コイルの巻き数を N とすると，トロイダルコイルの作る磁

界 H はどのように表すことができるか、以下の選択肢より選びなさい。 

選択肢 

① 𝑁𝐼 ② 
𝐼

2𝑟
 ③ 

𝐼

2𝜋
 

④ 
𝑁

2𝜋𝑟
 ⑤ 

𝐼

2𝜋𝑟
 ⑥ 

𝑁𝐼

2𝜋𝑟
 

 

問２． 図 3.1 において、トロイダルコイルの幅 a が半径 r よりも十分小さければ、単位長

さ当たりの巻き数 n はどのように表すことができるか、以下の選択肢より選びなさい。 

選択肢 

① 𝑁𝐼 ② 
𝐼

2𝑟
 ③ 

𝐼

2𝜋
 

④ 
𝑁

2𝜋𝑟
 ⑤ 

𝐼

2𝜋𝑟
 ⑥ 

𝑁𝐼

2𝜋𝑟
 

 

問３． 問１および問２の結果から、トロイダルコイルの作る磁界 H は、電流 I、コイルの巻

き数 Nまたは単位長さ当たりの巻き数 nを用いればどのように表すことができるか、以下の

選択肢より選びなさい。 

選択肢 

① 𝑁𝐼 ② 𝑛𝐼 ③ 
𝑁𝐼

2𝜋
 

④ 
𝑁𝐼

2𝑟
 ⑤ 

𝑛𝐼

2𝜋𝑟
 ⑥ 

𝑛𝐼

2𝑟
 



問題Ⅳ 

（１）2つの静電容量 Cのコンデンサについて、以下の問いに答えなさい。 

 

図 4.1 

 

問１．図 4.1（a）のように、2 つのキャパシタにそれぞれ電圧 V、2V が与えられている。

2つのキャパシタに蓄えられている電荷の合計を次の選択肢から選びなさい。 

選択肢 

① 4𝐶𝑉 ② 3𝐶𝑉 ③ 2𝐶𝑉 

④ 3.5𝐶𝑉 ⑤ 2.5𝐶𝑉 ⑥ 1.5𝐶𝑉 

 

問２．図 4.1（a）の状態で、2つのキャパシタに蓄えられている静電エネルギーの合計を次

の選択肢の中から選びなさい。 

選択肢 

① 
1

2
𝐶𝑉2 ② 𝐶𝑉2 ③ 

3

2
𝐶𝑉2 

④ 2𝐶𝑉2 ⑤ 
5

2
𝐶𝑉2 ⑥ 3𝐶𝑉2 

 

問３．次に、2 つのキャパシタの高電位側、低電位側の端子をそれぞれ接続し、図 4.1（b）

のようにする。このときの端子間電圧 V’ を V で表したものを次の選択肢の中から選びな

さい。 

選択肢 

① 
1

2
𝑉 ② 𝑉 ③ 

3

2
𝑉 

④ 2𝑉 ⑤ 
5

2
𝑉 ⑥ 3𝑉 

 

 



問４．図 4（b）の状態で、2つのキャパシタに蓄えられている静電エネルギーの合計を次の

選択肢の中から選びなさい。 

選択肢 

① 
1

4
𝐶𝑉2 ② 

3

4
𝐶𝑉2 ③ 

5

4
𝐶𝑉2 

④ 
7

4
𝐶𝑉2 ⑤ 

9

4
𝐶𝑉2 ⑥ 

11

4
𝐶𝑉2 

 

 

 

（２）図 4.2 に断面を示すような同心導体球がある。内側の導体の半径は a 、外側の導体

の内半径は b 、外半径は c、導体間および外部は真空であるとする。内側導体に+Q 、

外側導体に−Qの電荷が与えられている。次の問に答えなさい。 

 

 

図 4.2 

 

問５．中心から距離 r (a < r < b) の位置での電界の大きさを次の選択肢から選びなさい。 

選択肢 

① 
𝑄

4𝜋𝜀0𝑟2
 ② 

𝑄

4𝜋𝜀0𝑟
 ③ 

𝑄

2𝜋𝜀0𝑟
 

④ 
𝑄2

4𝜋𝜀0𝑟2
 ⑤ 

𝑄

4𝜋𝜀0𝑟3
 ⑥ 

𝑄

2𝜋𝜀0𝑟2
 

 

問６．中心から距離 r (c < r ) における電界の大きさを次の選択肢から選びなさい。 

選択肢 

① 
𝑄

4𝜋𝜀0𝑏2
 ② 

𝑄

4𝜋𝜀0𝑏
 ③ 

𝑄

2𝜋𝜀0𝑏
 

④ 
𝑄

4𝜋𝜀0𝑟2
 ⑤ 

𝑄

4𝜋𝜀0𝑟
 ⑥ 0 

 



問７．外側導体の電位を 0 Vとしたとき、内側の導体の電位を次の選択肢から選びなさい。 

選択肢 

① 
𝑄

2𝜋𝜀0
ln

𝑎

𝑏
 ② 

𝑄

2𝜋𝜀0
ln

𝑏

𝑎
 ③ 

𝑄

2𝜋𝜀0
(

1

𝑎
−

1

𝑏
) 

④ 
𝑄

2𝜋𝜀0
(

1

𝑏
−

1

𝑎
) ⑤ 

𝑄

4𝜋𝜀0
(

1

𝑎
−

1

𝑏
) ⑥ 

𝑄

4𝜋𝜀0
(

1

𝑏
−

1

𝑎
) 

 

問８．この同心球殻導体間の静電容量を次の選択肢から選びなさい。 

選択肢 

① 
2𝜋𝜀0

ln(
𝑎
𝑏

)
 ② 

2𝜋𝜀0

ln(
𝑏
𝑎

)
 ③ 

2𝜋𝜀0

(
1
𝑎

−
1
𝑏

)
 

④ 
2𝜋𝜀0

(
1
𝑏

−
1
𝑎

)
 ⑤ 

4𝜋𝜀0

(
1
𝑎

−
1
𝑏

)
 ⑥ 

4𝜋𝜀0

(
1
𝑏

−
1
𝑎

)
 

 

 

  



問題Ⅴ 

図 5.1(a)に示すように、𝑥軸の正の向きに磁束密度 B の磁束が一様に生じている。この空間

中に、辺の長さが ℓ の正方形のコイルが𝑥𝑦平面に対して平行に配置されている。コイルの

それぞれの辺を図のように a,b,c,d と呼ぶ。このとき、コイルには図の向き（反時計回り）

に電流 𝐼 が流れているとする。以下の問いに答えなさい。 

 

         

(a)                                     （b） 

図 5.1 

 

問１．コイルを貫く磁束を求めなさい。 

選択肢 

① 0 ② 𝐵 ③ 𝐵ℓ 

④ 𝐵ℓ2 ⑤ 𝐵ℓ𝐼 ⑥ 𝐵ℓ𝐼2 

 

問２．コイルの辺 aにかかる力の大きさと向きをそれぞれ求めなさい。 

選択肢 

① 0 ② 𝐵ℓ𝐼 (+𝑧方向) ③ 𝐵ℓ𝐼 (−𝑧方向) 

④ 𝐵ℓ2𝐼 (+𝑧方向) ⑤ 𝐵ℓ2𝐼 (−𝑧方向) ⑥ 𝐵ℓ𝐼2 (−𝑧方向) 

 

問３．𝑦軸はコイルの中心を通っており、コイルの回転軸とする。このとき、コイルにかか

るトルクを求めなさい。  

選択肢 

① 0 ② 𝐵ℓ𝐼 ③ 𝐵ℓ𝐼2 

④ 𝐵ℓ2𝐼 ⑤ 𝐵2ℓ𝐼 ⑥ 𝐵ℓ2𝐼2 



 

次に図 5.1(b)に示すように、コイルを𝑥軸に対して𝜃だけ傾けた。以下の問いに答えなさい。 

 

問４．コイルを貫く磁束を求めなさい。 

選択肢 

① 0 ② 𝐵ℓcos𝜃 ③ 𝐵ℓ2cos𝜃 

④ 𝐵sin𝜃 ⑤ 𝐵ℓsin𝜃 ⑥ 𝐵ℓ2sin𝜃 

 

問５．コイルの辺 dにかかる力の大きさと向きをそれぞれ求めなさい。 

選択肢 

① 0 ② 𝐵ℓ𝐼cos𝜃 (+𝑦方向) ③ 𝐵ℓ𝐼cos𝜃 (−𝑦方向) 

④ 𝐵ℓ𝐼sin𝜃 (+𝑦方向) ⑤ 𝐵ℓ𝐼sin𝜃 (−𝑦方向) ⑥ 𝐵ℓ𝐼 (−𝑧方向) 
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1. 関数 y = f(x)のグラフが図１のとき、空欄に適する図を 1⃝～ 5⃝より選び、マークせよ。

図 1:

(a) y = f(x− 2) のグラフは（　ア　）である。

(b) y = f(x) + 2 のグラフは（　イ　）である。

(c) y = f(x+ 2)− 2 のグラフは（　ウ　）である。

(d) y = f(x+ 2) のグラフは（　エ　）である。

(e) y = f(−x) のグラフは（　オ　）である。

2. 空欄に適する語句等を 1⃝～ 4⃝ より選び、マークせよ。

(a) A sinωt を t で積分すると（　カ　）である。

1⃝ −A cosωt 　 2⃝ Aω cosωt 　 3⃝ −Aω cosωt 　 4⃝ −A

ω
cosωt

(b) u = x2 のとき
∫

udu は（　キ　）である。

1⃝
∫

x2 dx 　 2⃝
∫

2x2 dx 　 3⃝
∫

x3 dx 　 4⃝
∫

2x3 dx

(c)

∫
f ′g dx は（　ク　）である。

1⃝ fg −
∫

fg′ dx 　 2⃝ fg −
∫

f ′g dx 　 3⃝ fg′ −
∫

fg dx 　 4⃝ f ′g −
∫

fg dx

(d) 実効値とは（　ケ　）である。

1⃝ 平均 　 2⃝ 振幅 　 3⃝ 二乗の平均の平方根 　 4⃝ 平方根の平均の二乗

(e) キャパシタに蓄えられた電荷量は（　コ　）の時間積分で与えられる。

1⃝ 電圧 　 2⃝ 電流 　 3⃝ 電力 　 4⃝ 静電容量

1



3. 空欄に適する語句等を 1⃝～ 4⃝ より選び、マークせよ。

(a) 2 ̸
π

6
× 3̸ (−π

2
) =（　サ　）

1⃝ 3̸
4π

3
　 2⃝ 6̸ (−π

3
) 　 3⃝ 5 ̸ (−π

3
) 　 4⃝ 6̸ (− π

12
)

(b) 2̸
π

6
の直交座標表示は（　シ　）

1⃝ 2 + j
1

2
　 2⃝

√
3 + j 　 3⃝

√
3− j 　 4⃝ 2 + j

√
3

2

(c) (1 + j
√
3)4 = （　ス　）

1⃝ 16̸
4π

3
　 2⃝ 8 ̸

π

2
　 3⃝ 3 ̸

π

3
　 4⃝ 5 ̸

π

6

(d) 50Hzの交流電圧 e = 4
√
2 sin(ωt+

π

6
)[V]を実効値フェーザで表すと（　セ　）である。

1⃝ 4
√
2̸

π

6
　 2⃝ 4

√
2 ̸ ω 3⃝ 4 ̸

π

6
　 4⃝ 4̸ ω

(e) 50Hzの交流電圧 e = 4
√
2 sin(ωt+

π

6
)[V]を 30µFのキャパシタに加えたとき、キャパシタのインピーダンス

ZC は（　ソ　）である。

1⃝ j103

3π
　 2⃝ −j103

3π
　 3⃝ j103

1.5π
　 4⃝ −j103

1.5π

4. 以下の微分方程式を満たす関数 xを 1⃝～ 4⃝より選び、マークせよ。

(a)
dx

dt
+ x = 0, x =（　タ　）

1⃝ et 　 2⃝ e−t 　 3⃝ cos t 　 4⃝ − cos t

(b)
dx

dt
+ x = 1, x =（　チ　）

1⃝ 1 　 2⃝ 2 　 3⃝ −1 　 4⃝ −2

(c)
d2x

dt2
+ x = 0, x =（　ツ　）

1⃝ et 　 2⃝ e−t 　 3⃝ tet 　 4⃝ cos t

(d)
d2x

dt2
− 3

dx

dt
+ 2x = 0, x =（　テ　）

1⃝ et 　 2⃝ e−t 　 3⃝ cos t 　 4⃝ − cos t

(e)
d2x

dt2
− 2

dx

dt
+ x = 0, x =（　ト　）

1⃝ t sin t 　 2⃝ t cos t 　 3⃝ tet 　 4⃝ t log t

5. A = 2i− 3j + k, 　B = −3i+ j + 2k, 　C = xi− 2yj + 3zk

の計算について正しいものを 1⃝～ 4⃝ より選び、マークせよ。

ただし、i, j, kはそれぞれ x, y, z 軸正方向の単位ベクトルである。

(a) |A| =（　ナ　）
1⃝ 0 　 2⃝

√
14 　 3⃝ −

√
14 　 4⃝ 14

(b) A ·B =（　ニ　）

1⃝ 7 　 2⃝ −7 　 3⃝ 14 　 4⃝ −14

(c) AとB が作る角 θ =（　ヌ　）

1⃝ −30°　 2⃝ 30°　 3⃝ 60°　 4⃝ 120°

(d) A×B =（　ネ　）

1⃝ 7i+ 7j + 7k 　 2⃝ −7i+ 7j + 7k 　 3⃝ −7i− 7j + 7k 　 4⃝ −7i− 7j − 7k

(e) div C =（　ノ　）

1⃝ x− 2y + 3z 　 2⃝ i− 2j + 3k 　 3⃝ 2 　 4⃝ 0 または 0
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